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180分オンラインセミナー
障がい福祉事業を営む皆様へ

開催日時
2024年

20人に1人が精神疾患を抱える現代
増加し続ける患者を支える“社会資源サービス”

精神科訪問看護
新規立ち上げ

開催
日時

成功
事例

3分で読める「精神科訪問看護参入事例レポート」はこちら
2024年8月29日 30日
※全日程とも内容は同じです。ご都合の良い日程をお選びください。

母体に医療法人なし。行き場のない
在宅患者を支え、利用者100名超!

TOPIC 01 強い社会貢献意欲を持ち、事業の立ち上げ
疾患を患った過去の経験から、同じ状況にある人の支援を決意

TOPIC 02 地域からの信頼獲得。営業ゼロでも紹介発生
他社が引き受けない方でも受け入れることで、地域からの評判を蓄積

TOPIC 03 切れ目のない支援を実現する病院連携
患者支援の資源が不足する中、受け皿としての機能を発揮

有限会社MYコーポレーション

代表取締役北島 千愛 氏
ゲスト
講師

当社ホームページからお申込みいただけます。 船井総研ホームページ［www.funaisoken.co.jp］右上検索窓に『お問い合わせNo.』を入力ください。  117453

株式会社船井総合研究所　〒541-0041 大阪市中央区北浜4-4-10 船井総研大阪本社ビル

お問い合わせNo. S117453
主  

催

【web開催】精神科訪問看護新規参入セミナー

詳細・お申込みは
右記のQRコードから!

木 金・ 9月9日 10日月 火・・

8月29日 30日木 金・

9月 9日 10日月 火・



はじめに

今回は、障がい福祉事業を営まれている皆様に、“精神科”訪問看護の新規
参入事例をご案内させていただきました。
なぜ、精神科訪問看護なのか？それは障がい福祉事業の分野と親和性が
強いからです。そして、皆様はご存じでしょうか。

『日本で精神疾患を持つ方が年々増え続けている』という現状を。

日々、障がい福祉事業を営まれてる皆様であれば、近年精神疾患を抱えた方が
増えてきていると、肌で感じられている方もいらっしゃるのではないかと思います。

日本国内において、精神疾患を抱えた方は600万人以上いると推計されており、
患者の在宅生活を支える精神科訪問看護のニーズも高くなってきております。
一方、地域によっては精神疾患の方の受け皿となるサービスが足りていないのが、
現状です。国としても、“精神障害に対応した地域包括ケアシステム”の構築を方
針として定めており、今後の精神疾患の方の在宅生活をどのように支えるかという
視点は今後ますます重要となってくることが予想されます。

今回は精神疾患の方の在宅生活を支えるという強い志の元、精神科訪問看護に
参入し、地域の“社会資源”として精神疾患の方の在宅生活を支え続けておられ
る、有限会社MYコーポレーションにインタビューさせていただきました。
このレポートが貴法人の近未来を変える可能性が高いと考えております。
是非、このまま読み進めてくださるようお願いいたします。

有限会社MYコーポレーションが精神科訪問看護に参入し、
地域にとってなくてはならない法人となるに至った成功事例を今すぐチェック



年々患者が増加し、今や国民の20人
に1人が精神疾患を患っていると推計さ
れる。患者の受け皿がまだまだ不足して
いる地域も多い中、代表が自身の経験
を基に、「自分と同じような方の支えに
なりたい」という強い想いで立ち上げた
有限会社MYコーポレーションが現在の
成功に至るまでのポイントとは。

モ
デ
ル
法
人
紹
介

代表が自らの経験を基に立ち上げた訪問看護ステーションが
地域の“困った”を解決する事業者へと成長し続けてきた軌跡

出典：厚生労働省「市町村における精神保健相談支援体制の現状等」



モデル法人 代表インタビュー

ゲスト講師に聞く
モデル法人成功の秘訣
有限会社MYコーポレーション 代表取締役 北島 千愛氏

精
神
に
特
化
し
た
訪
問
看
護

を
始
め
ら
れ
た
背
景

私
は
も
と
も
と
、
看
護
師
と
し
て
総

合
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
す
が
、

20
代
の
頃
に
死
産
や
流
産
が
続
い
た

こ
と
が
原
因
と
な
り
、
精
神
疾
患
を

発
症
し
ま
し
た
。
鍵
の
か
か
る
精
神

科
病
院
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
何

の
た
め
に
私
は
生
ま
れ
て
き
た
の
だ

ろ
う
と
繰
り
返
し
考
え
て
い
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
あ
の
頃
は
、
生
き
る

希
望
を
完
全
に
見
失
っ
て
い
た
時
期

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
で
も
、

私
を
見
捨
て
ず
、
支
え
て
く
れ
た
環

境
が
、
社
会
復
帰
に
繋
が
り
ま
し
た
。

当
時
の
主
治
医
や
看
護
師
さ
ん
、
友

人
の
お
陰
で
今
の
私
が
存
在
し
ま
す

が
、
症
状
が
回
復
す
る
に
つ
れ
、
自

分
と
同
じ
よ
う
に
精
神
的
に
不
安
が

あ
る
方
の
支
え
に
な
り
た
い
と
い
う

想
い
が
次
第
に
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
精
神
科
に
力
を
入
れ
た
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

事
業
開
始
後
、
す
ぐ
に
軌
道

に
乗
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

私
た
ち
は
、
事
業
開
始
が
丁
度
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
始
め
た
２
０

２
０
年
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
は

外
回
り
の
活
動
は
全
く
で
き
ず
の
状
況

で
し
て
、
営
業
を
実
施
す
る
こ
と
す
ら

で
き
な
か
っ
た
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
で
し
た
の
で
、
利
用
者
を
増
や
す
と

い
う
こ
と
で
意
識
し
て
い
た
の
は
、

ど
の
よ
う
な
症
状
で
も
断
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
実
際
、
今
で
も
私
た
ち

は
地
域
で
重
症
・
困
難
事
例
と
表
現
さ

れ
る
方
を
担
当
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

そ
の
実
績
が
口
伝
え
で
広
が
り
、
相
談

支
援
事
業
所
や
行
政
機
関
等
、
地
域
の

専
門
職
か
ら
直
接
依
頼
を
い
た
だ
く
こ

と
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

創
業
時
、
精
神
科
経
験
の
あ
る

看
護
師
は
い
ま
し
た
か

創
業
期
は
看
護
師
3
人
で
事
業
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
が
、
精
神
科
の
病
院
や

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
勤
務
経
験
の
あ
る
方
は

1
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
重
症
・

困
難
事
例
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に

対
し
て
当
時
の
不
安
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
自
分
自
身
の
経
験
と
重
ね
合
わ

せ
て
、
私
た
ち
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
引
き

受
け
る
こ
と
で
ご
利
用
者
様
の
将
来
に
繋

が
る
と
信
じ
て
い
た
た
め
、
そ
の
気
持
ち

の
方
が
不
安
よ
り
強
か
っ
た
で
す
。

で
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
の
明
確
な
方
針
や
理
念
を
持
ち
、

浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
事
業
所
経
営
で
は

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
で
創
業
か
ら

4
年
が
経
ち
、
看
護
師
は
１
０
人
以
上

在
職
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
看
護
師
を

採
用
す
る
際
も
、
判
断
基
準
と
し
て
精
神

科
の
経
験
が
無
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
採

用
の
合
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

写真①：事業所の内観



事
業
を
経
営
さ
れ
る
中
で
、
精
神
科
訪
問
看
護
の
社
会
的
な
意
義
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か

精
神
疾
患
は
、
疾
患
の
特
性
上
、
短
期
間
で
改
善
す
る
と
い
う
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、

訪
問
看
護
が
介
入
す
る
こ
と
で
、
自
立
し
た
生
活
に
向
け
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
す
る
ケ
ー

ス
は
非
常
に
多
い
で
す
。
例
え
ば
、
公
共
の
交
通
機
関
を
一
緒
に
利
用
し
社
会
資
源
の
活

用
を
支
援
し
た
り
、
引
き
こ
も
り
だ
っ
た
方
が
段
階
を
踏
み
な
が
ら
就
労
支
援
を
利
用
す

る
ま
で
に
至
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
者
様
か
ら
直
接
感
謝
を
い
た
だ
く
こ
と
も

多
く
、
社
会
的
な
意
義
を
強
く
感
じ
ま
す
し
、
世
の
中
に
は
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

国
と
し
て
も
、
精
神
疾
患
の
方
の
在
宅
に
お
け
る
生
活
日
数
を
長
く
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
し
て
い
る
久
留
米
市

も
そ
う
で
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
病
院
と
地
域
の
壁
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
と
し
て
久
留
米
市
で
い
え
ば
、
退
院
す
る
際
も
情
報
共
有
が
な
さ
れ
ず
、
受
け
皿
が

無
い
ま
ま
患
者
が
地
域
に
帰
っ
て
き
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や
、
逆
に
入
院
の
受
け
入
れ
を

病
院
側
に
お
願
い
を
し
て
も
拒
否
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
、
精
神
疾
患
の
方
の
在
宅

生
活
を
支
え
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
実
態
と
し
て
あ
り
、
そ
の
意
味
で

精
神
科
訪
問
看
護
は
今
後
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
今
後
の
法
人
と
し
て
の
目
標
・
事
業
・
展
望
等

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い

も
と
も
と
、
創
業
は
看
護
師
3
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
で

は
他
の
職
種
も
含
め
て
15
人
ほ
ど
在
職
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
の
事
業
所
で
は
手
狭
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
現
在

建
築
中
の
新
た
な
事
業
所
に
移
転
予
定
で
す
。

そ
し
て
、
今
後
の
事
業
拡
大
と
い
う
視
点
で
い
う
と
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
新
規
出
店
等
は
現
状
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
将
来
的
に
は
山
の
中
と
い
っ
た
通
常
医
療
が
届
き
に
く
い

エ
リ
ア
に
も
医
療
を
届
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

写真②：ご利用者様からの
事業所への感謝のお手紙

し
か
し
経
営
的
な
こ
と
を
考
え
る

と
、
そ
の
よ
う
な
エ
リ
ア
に
医
療

を
届
け
る
と
い
う
こ
と
は
同
時
に

収
益
性
を
落
と
す
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
エ
リ
ア
で
も
困
っ
て
い
る

方
は
い
る
た
め
、
私
た
ち
が

そ
の
よ
う
な
エ
リ
ア
に
医
療
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

現
在
は
新
規
事
業
を
中
心
に
会
社

と
し
て
存
続
し
続
け
ら
れ
る
、
そ

の
基
盤
づ
く
り
に
社
員
一
丸
と
な

り
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

写真③：職員の集合写真



コンサルタントから皆様へ

株式会社船井総合研究所 家徳 尚之

利用者が急増している精神科訪問看護
の持つ魅力と事業所数が増えている要因

1. 療養費の約半分を占めるまで急増する精神科訪問看護

精神科訪問看護の持つ社会性と
今後の動向予測について

上記は、厚生労働省が公表している訪問看護の療養費別の利用者数の推移をグラフ化したものです。

精神科訪問看護は、基本的には医療保険を利用するサービスです。これまで、訪問看護において医療保険

を算定するケースとしては、末期がんやパーキンソン病といったいわゆる難病を患っている方というケースが大半

でした。グラフでいうと、オレンジの折れ線がそれに該当しますが、令和5年には精神科訪問看護の利用者数

が全体の約4割を占めるまで急増していることが読みとれます。これは、従来に比べて精神科の病院や

クリニックに係る心理的ハードルが下がってきていることも起因しますが、患者数の増加が大きな要因となって

おります。精神疾患を抱える患者は、冒頭のページでお伝えしたように日本国内で約614万人、国民の

20人に1人は精神疾患を抱えているといわれるほど急激な増加傾向にあり、2013年には癌や糖尿病に

加えて「５大疾病」に数えられるようになりました。今後も精神疾患を抱える方の増加は予測されており、

その方の在宅生活を支える精神科訪問看護の必要性はますます高まってくるといえるでしょう。

出典:厚生労働省

44.4%



2. 利用者の在宅生活を支える社会意義の高いサービス

厚生労働省の定める「精神障害にも対応した地

域包括ケアシステムの構築」において、成果目標が

明確に定められているのを皆様ご存じでしょうか。

第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画

(令和6年から令和8年度までの計画)において、精

神疾患の方の退院後1年以内の地域における 出典:厚生労働省

生活日数を325.3日にすることが明示化されています。(※前期の計画では、316日)

つまり、精神疾患の方の在宅生活を支えるサービスが求められていると言えるわけですが、十分なサービスが

整備されているとはいえない現状があります。上記、精神科の療養病棟における入院患者が地域に移行す

るために必要なサービスを病院側に取ったアンケートですが、訪問看護が1番重要なサービスとして位置づ

けられており、精神科訪問看護が世の中に求められている必要なサービスと言えます。

3. 1年で1,000件以上増える伸び盛りの“訪問看護”

今後、訪問看護が必要なサービスになってくるというのは

上述した通りですが、何故、これだけ事業所数が増えて

いるのでしょうか。右記、訪問看護の事業所数の推移

ですが、ここ数年で急激に増加していることが読み取れ

ます。増加の要因は複数考えれますが、大きな要因と 出典:厚生労働省

して訪問看護自体がハード面で参入しやすいことが理由として挙げられます。訪問看護は、施設のような明確

な面積基準のようなものはありません。そのため、今ある事業所の空き部屋や近隣の空き家や、アパートなど

を使って開設することができます。建築費が高止まりしていることをご存じの方は多いと思いますが、施設のように

億単位の投資をせず参入できる訪問看護は改めて注目するべきサービスと言えます。



レポートをお読みいただいた皆様へのご案内です。事業主ご自身がぜひご参加ください！

地域の精神疾患の方を支えたいと強く想う事業主必見！

増加し続ける患者を支える“社会資源サービス”
“精神科”訪問看護新規立ち上げセミナー
開催日程

2024年

時間 13:00～16:00(ログイン開始：開始時刻30分前～)

参加費用 一般価格：33,000円 (税込) /1名様
会員価格：26,400円 (税込) /1名様

ここまでお読みいただきありがとうございました。
このレポートでは、精神科訪問看護の参入事例を紹介させていただきました。
あなたのような高い社会性を持つ事業主であれば、必ず実現できるはずです。
しかし、取り組み方を間違えると、どんなに素晴らしい事業だとしても成功・永続する
には至りません。成功するためには、力を入れるべきポイントに専念してスピード感を
持って結果を出すことです。
今回のセミナ－では、皆様より少し先に事業展開し、地域にとってはなくてはならな
い存在となっているゲスト講師をお招きし、1日で精神科訪問看護のすべてが
分かるようにプログラムを構成しておりますので、一見の価値があることは間違い
ありません。
このセミナーで学ぶことのできる内容のほんの一部をご紹介しますと・・・

8月29日, 8月30日, 9月9日, 9月10日
木 金 月 火



1. なぜ、精神科訪問看護のニーズが急激に拡大しているのか？その背景に何があるのか？
2. 精神科訪問看護の市場規模はどのくらい？
3. 訪問看護、ついに全国で15,000事業所突破！この成長はいつまで続くのか？
4. 精神疾患患者の急増に対し、国は何を思い、今後どのような対応をしていくのか？
5. 患者が急増する中、精神科訪問看護に求められる役割とは？
6. 徹底分析！伸びている事業所は何故、こんなに伸びているのか？
7. 何故多くの訪問看護ステーションは、廃業・休止に追い込まれてしまうのか？
8. 訪問看護を開設する法人が開設前に押さえなくてはいけないことは？
9. 地域一番店の代表が語る、選ばれる訪問看護と選ばれない訪問看護の違いとは？
10.口コミが広がるのにはワケがある！地域の専門職から支持を獲得するためのポイントは？
11.他社が苦戦する看護師の採用・マネジメントのハードルを攻略する秘訣とは？
12.看護サービスが必要な方はこうして調べる！具体的な調査方法とは？
13.訪問看護運営を確実に軌道に乗せるための具体的手順
14.失敗しないために把握しておきたおい！実施出来るエリア・商圏とは？
15.訪問看護開設に必要な初期コストと単月黒字を達成するためのポイント
16.看護サービスはどこまでするの？具体的なサービス内容とは？
17.看護師の採用から定着まで一連の流れのポイントとは？
18.採用力強化！看護師採用に成功する企業が実践する費用をかけない採用手法とは？
19.看護師のモチベーションを向上させる処遇設計の秘訣とは？
20.医療機関・相談支援事業所との連携構築のための具体的な営業手法
21.訪問看護師に自信を持って営業に行ってもらうために押さえるべきこと
22.自社の障がい福祉サービスとの連携するために押さえておかなければいけないこと
23.これは絶対に避けたい！訪問看護が陥りがちな失敗ケースとは？
24.モデル法人の経営者が語る！訪問看護の今後の展望とは？
25.報酬改定から見る訪問看護運営の今後の方向性 ・・・etc

本セミナーでお伝えする内容の一部をご紹介！
1日を通して習得できる知識はこちら！

更に詳しいセミナーの詳細を知りたい方は
セミナーに是非ご参加ください！



レポートをお読みいただいた皆様へのご案内です。事業主ご自身がぜひご参加ください！

さいごに
いかがでしたでしょうか
今回のセミナーでは、精神科訪問看護の新規開設に向けたノウハウを3時
間かけてたっぷりお伝えします。
精神科訪問看護は、患者数の増加の背景もあり今後増えることは
間違いありません。

先に申し上げますと、精神科訪問看護の経営は決して簡単ではありませ
んが、皆様の理念や考え方の定まった軸があり、経営における基本原則を
押さえていただければ、明るい未来への切符を必ず手に入れることができま
す。

今回のセミナーでは、特典として個別無料相談(1時間)がついておりますの
で皆様の状況に応じた精神科訪問看護運営スタートの段取りを具体的に
落とし込むこともできます。精神科訪問看護に関わるノウハウは出し惜しみ
することなくお伝えしたいと思いますのでどうぞ、この機会をお見逃しなく
ご参加ください。 株式会社船井総合研究所

シニアライフ支援部

家徳 尚之
【追伸】 「セミナーっていっても、本当に価値があるのかなぁ。決して安い料金じゃないし、それなりの価

値はないとなぁ・・・」。そうお感じの方もいらっしゃると思います。そんな方のために、最後に一部ですが、

過去に開催した、精神科訪問看護新規参入セミナーの参加者様のお声をご紹介します。

今こそ、是非一歩踏み出してください。



１．障がい分野をやっているのでシナジーが取れること。開業までの流れを知ることができ
ました！自社で障がい福祉事業を運営しており、そことの連携は勿論一般在宅にも
疾患で困っている方がいると感じていたので、是非参入に向けて動きだしたいと思い
ます。
(茨城県 合同会社青山 代表 青山雅之氏)

２．熱弁ありがとうございました。非常に参考になりました。当社は障がい福祉事業の
他に介護事業を運営しているので、そことのシナジー効果も発揮できると感じました。
(福岡県 株式会社グリーンケア)

３．分かりやすい説明で大変良かったです。本業の障がい者グループホームの運営と
相乗効果が見込めそうな事業だと思いました。日々、障がい福祉事業を運営する中
で、精神科訪問看護のニーズは確かに感じており、同業他社からも訪問看護について
はよく耳にしておりましたが本日セミナーを聞いて、より一層やりたいという想いが強く
なりました。
(鹿児島県 株式会社スローライフ)

４．大変参考になりました。今後の立ち上げに活かしてまいります。
(鹿児島県 K社 K様)

５．開設にあたり、かなり具体的な内容であり、全て活かせる内容でした。元々、介護事業
であるデイサービスの運営を行っていたのですが、運営が厳しく、新しい事業を探している
ところでした。地域の専門職からも精神疾患を患う方の支援手段が足りていないとは
聞いていたこともあり、より一層新規参入を前向きに考えたいと思います。

（兵庫県 H社）

６．精神訪看の立ち上げの可能性を感じた。とても参考になりました。ありがとうございました。
高齢者向けの通常の訪問看護ステーションは、既に運営済みだったが、精神科訪問
看護の運営も考えていきたい。
(東京都 Y社 Y様)

７．事業の概要は理解できた。専門性のある事業ながら、市場性があり社会貢献度の
高い案内に感謝している。
(東京都 M社 M様)

8 . 訪問看護の展開に関して、非常に興味が湧きました。
(千葉県 匿名希望)

＜ご参加者様の声＞
-過去に開催した精神科訪問看護新規参入セミナー にて-



本セミナーでお伝えする内容について

精神科訪問看護の時流
近年、事業所数が急増している「訪問看護」。その中でも特殊な領域である「精神科」の
訪問看護は、参入する事業者が増えてきております。本講座では、何故事業所数が増え
ているのか、精神科訪問看護の持つ魅力・社会性についてお伝えします。

株式会社船井総合研究所 地域包括ケアグループ マネージャー 管野 好孝

第
1
講
座

地域から信頼される精神科訪問看護の運営事例

自身の経験から精神科訪問看護の必要性を強く感じて独立起業。初期メンバーは精神科の
経験がない看護師のみにも関わらず、真摯な対応により地域の信用を得る。初めての障がい
事業として始めた精神特化の訪問看護ステーションを看護師３名から１０名まで増員し、地域
の困ったを解決する事業者へと成長し続けてきた軌跡をお話いただきます。

有限会社MYコーポレーション 代表取締役 北島 千愛 氏

第
2
講
座

成功事例講座

ゲスト講師

強い訪問看護ステーションのつくり方
訪問看護は毎年多くの店舗が新規出店される一方、廃業するケースが多い業態です。
本講座では開設時期から運営開始後まで、運営に成功するための具体的な手法につい
てお伝えします。

株式会社船井総合研究所 地域包括ケアグループ 家徳 尚之

第
3
講
座

本日のまとめ
セミナーのまとめと明日から取り組んでいただきたいことをお伝えします

株式会社船井総合研究所 地域包括ケアグループ マネージャー 管野 好孝

第
4
講
座

セミナー参加者限定特典！！無料個別経営相談を開催します！

セミナー終了後、講座の中での疑問点やご質問などに対して、個別にお時間を設定させていただきます。
今後の事業展開に向けた具体的な内容もその場でお答えさせていただきます。

開催
日時

2024年8/29(木)・30(金)・9/9(月)・10(火)

金額
■一般価格
(1名様・税込) (税抜30,000円) 26,400円 (税抜24,000円)

※会員価格、各経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン＆旧(FUNAIメンバー
Plus)へ、ご入会中のお客様にお申込みに適用となります。

Webからのお申込みはQRコード読み込みが簡単です!!
スマホ・タブレットの方は右記のQRコードを読みこんでいただき、セミナーページよりお申し込みください
当社ホームページでも詳細をご覧いただけます

https://www.funaisoken.co.jp/seminar/117453お申込み HP URL
お申込みに関してよくあるご質問は「船井総研 FAQ」と検索しご確認ください
船井総研セミナー事務局
【E-mail】seminar271@funaisoken.co.jp
【TEL】0120-964-000 (平日9:30~17:30)
※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。

お問い合わせNo.
S117453

申し込み期限：①銀行振り込みの場合・・・開催6日前まで ・クレジットカードでのお支払いの場合・・・開催日4日前まで
※祝日や連休により変動する場合がございます。

詳細・お申込みは右記のQRコードから!

※個別経営相談もwebのオンライン形式で実施いたします。※全日程とも内容は同じです。ご都合の良い日程をお選びください。

33,000円

13:00~16:00
(ログイン開始:開始時刻30分前~)

■会員価格※
(1名様・税込)


